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２．１ トラス 

問１ 図１のような、3個の力が O点に働いて釣り合っている。N を既知として、 OBN と OCN を求め

よ。 

x方向の力の釣り合いから 

 060cos45cos30cos =−−=Σ OCOB NNNX  

y 方向の力の釣り合いから 

 060sin45sin30sin =−+=Σ OCOB NNNY  

よって NNN OCOB 32 =+ 、 NNN OCOB =+− 32  

  NNOC = 、 NNOB )13(
2

2
−=  

 

問２ 図１のような、反力が P4 のトラスの一部分がある。部材 A-Bと A-Cの応力を求めよ。引張を

｢＋｣、圧縮を｢－｣とする。 

（解） 

   030sin4 =+=Σ o

ABNPY 、 PN AB 8−= （圧縮） 

   030cos8 =+−=Σ ACNPX o 、 PN AC 34+= （引張） 

 

 

問３ 図２の A-B材、B-C材、A-C材、C-D材と D-E材の引張材か圧縮材かを検証せよ。 

A-B材は零 

B-C材は圧縮 

A-C材は引張 

C-D材は圧縮 

D-E材は引張 

（解）図１のような反力になる。 

E点の示力図は図２のようになり D-E材は 

引張応力である。D点の示力図は D-F材 

の応力は零であるから、図３のようになり 

D-C材は圧縮応力である。B点の釣り合いから A-B材の応力は零で B-C材の応力は圧縮応力である。

A点の X方向の釣り合いを考えると A-C材の応力は引張応力である。 
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問４ 図に示すトラスで A、B材が引っ張り応力か圧縮応力か判定せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）図６のように切断し A点の曲げモーメントの釣り合いを考えると外力、P は時計回りに回転を

起こすから残りの A材の N は反時計回りの応力でなければならない。よって A材は圧縮応力である。

図７から C点の Y方向の釣り合いを考えると AN は圧縮応力であるから B材は引張応力となる。 

 

 

 

 

 

 図８で 1N と 2N は何れも引張応力であるが、 2N の方が外力の影響が大きいから、大となる。よって

A材は圧縮応力となる。図３は明らかに圧縮応力となる。図９の C点の釣り合いから 1N は引張応力で

あるから N は引張応力である。 

 

 

 

 

 図 10 のように自由体をとり C 点に関する曲げモーメントの釣り合いを考えると、外力 P は時計回

りに回転を起こすから、残りの A 材の N は反時計回りの応力でなければならない。よって A 材は引

張応力である。図 11 のように自由体をとり C 点に関する曲げモーメントの釣り合いを考えると、外

力 Pは時計回りに回転を起こすから、残りの B材の N は反時計回りの応力でなければならない。よっ

て B材は圧縮応力である。 

（解答）図２のように線分 Xで切断し自由体の釣り合いを考える。A点の反力はあきらかに上向きの

３Pである。よって A点に関する曲げモーメントの釣り合いを考えると 

    0244 =×+=Σ CA NPM から、 2/PNC −= となり圧縮応力である。 
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問５ 図１の合成骨組みで斜材 A-Cの応力を求めよ。なお条件として、図２に示すような曲げモーメ

ントが生じているものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

（解）解）図３より反力を求めると、 PllHM DC 63 =×=  であるから、 PH D 2= となる。全体の釣り

合いから、 028 =−−=Σ AHPPX であり、 PH A 6= となる。A 点に関して曲げモーメントの釣り合い

から、 0438 =×−×=Σ lVlPM DA となり、これを解くと PVD 6= となり、 06 =+−=Σ PVY A 、 PVA 6=  

図４で ACN の X 方向の成分は、 )54(×= ACX NN である。B 点の曲げモーメントの釣り合いを考え

ると、 PlNllPM ACB 654336 =×−×+=Σ から PN AC 5= となる。A-B材の軸応力は、 

0)53(56 =×+−=Σ PPNY AB から PN AB 3=  

 

問６ １本の長さが a2 の部材を使って図１のような合成梁を作成した。C-D-E は正三角形で B 点が

剛接合の時、A点と B点の曲げモーメントの絶対値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

E点には鉛直で下向きの荷重 P5.2 が作用している。 

    PaaPM B 35.235.2 =×= 、 PaPaaaPM A 35.25)32(5.2 +=+×=  

 

問７ １本の長さが a2 の部材を使って図１のような合成梁を作成した。C-D-E は正三角形で B 点が

剛接合の時、A点と B点の曲げモーメントの絶対値を求めよ。 
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E点には鉛直で下向きの荷重 P2 が作用している。 

    PaaPM B 3232 =×= 、 PaPaaaPM A 324)32(2 +=+×=  

 

問８ 図１の D 点の水平変位を求めよ。右向きの変位に（＋）、左向きの変位に（－）の符号を付け

よ。すべての部材の断面積は A、ヤング係数は E とし、節点はピン接合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 反力は 12== AB VV で 16=AH となる。部材 A-E材、E-B材、E-C材と C-B材の応力はゼロである。 

A 点の釣り合いから、 20+== CDAC NN 、B 点の釣り合いから、 12−=BDN 、D 点の水平変位を求め

るために仮想荷重、 1=NP を図２のように作用させる。

そ の と き の 反 力 は 43== BA VV 、 1=AH とな

る。A 点の釣り合いから、 45== CDAC NN  B 点の

釣り合いから、 
AE

304
=δ と なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部材記号 材長 N  N  A  AElNN  

AC ５ｍ ２０ 5/4 A  125/AE 

CD ５ｍ ２０ 5/4 A  125/AE 

DB ６ｍ －１２ －3/4 A  54/AE 

AE ４ｍ ０ ０ A  ０ 

EC ３ｍ ０ ０ A  ０ 

EB ４ｍ ０ ０ A  ０ 

CB ５ｍ ０ ０ A  ０ 

合計     304/AE 

1=NP  

図３ 

16=P  

図１ 図２ 
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問９ 図１のトラスにおいて A点の水平変位 Aδ を求めよ。但し部材断面は一様で断面積 A、ヤング係

数 E とする。 

 

 

 

 

 

 

 

（解）C点と D点の反力は図２のようになる。図３から C点の力の釣合いを求めると 

    210=CBN 、 10−=CDN 、 210=BAN 、 0=BDN 、 10−=ADN  

ここで A点に仮想荷重 1=nP を右向きにかけると 

     2=CBN 、 1−=CDN 、 2=BAN 、 0=BDN 、 1−=ADN  

である。表１をつくると 

となる。ゆえに A点の水平変位は )21(
200

+=
AE

Aδ である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 材長 0N  N  A  AElNN0  

A-B 25  210  2  A  AE2100  

B-C 25   2  A  AE2100  

C-D 10 －10 －1 A  AE100  

B-D 25  0 0 A  0 

A-D 10 －10 －1 A  AE100  

合計     AE)21(200 +  
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問 10 図のトラスにおいて A 点の水平変位 Aδ を求めよ。但し部材断面は一様で断面積 A、ヤング係

数 E とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）C点と D点の反力は図のようになる。図２から C点の力の釣合いを求めると 

     210=CBN 、 10−=CDN 、 210=BAN 、 0=BDN 、 10−=ADN  

ここで A点に仮想荷重 1=nP を右向きにかけると 

     2=CBN 、 1−=CDN 、 2=BAN 、 0=BDN 、 1−=ADN  

となる。表１をつくると 

 

表１ 

 材長 0N  N  A AElNN0  

A-B 25  210  2  A AE2100  

B-C 25  210  2  A AE2100  

C-D 10 －10 －1 A AE100  

B-D 25  0 0 A 0 

A-D 10 －10 －1 A AE100  

     AE)21(200 +  

 

となる。ゆえに A点の水平変位は )21(
200

+=
AE

Aδ となる。 

 

問 11 図１の A-B材、B-C材、A-C材よ C-D材の引張材か圧縮材かを検証せよ。 

A-B材は零 

B-C材は引張 

A-C材は圧縮 

C-D材は引張 

D-E材は圧縮 

 

（解） 

A-B材の応力は零、B-C材は引張応力、D-E材は圧縮応力であることは明らかである。A点での釣り

合いを考えてみると図２の示力図から A-C材は圧縮材である。また図１の自由体 Zで左ピンに関する

10  

m5  

A 

B 

C 
D 

m5  

m5  m5  

図１ 図２ 

A 

B 

C D 

10  

10  10  
10  

CBN  

CDN  

図３ 

10  

図１ 

A 

C 

D 

B 

E 

Z 

P  

P  P  

P  

P2  



０２２トラス１ 

 44 

曲げモーメントの釣り合いを考えても容易に分かる。 

 

 

 

 

 

C点での釣り合いを考えてみると、図３から Y方向の釣り合いから C-D材は引張材である。 

 

問 12 B 点の水平変位を求めよ。右向きの変位に（＋）、左向きの変位に（－）の符号を付けよ。す

べての部材の断面積は A、ヤング係数はE とし、節点はピン接合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 反力は 12== AB VV で 16=AH となる。部材 A-E材、E-B材、E-C材と C-B材の応力はゼロである。 

 A点の釣り合いから、 20+== CDAC NN  

 B点の釣り合いから、 12−=BDN  

 D点の水平変位を求めるために仮想荷重 1=NP を図２のように作用させる。 

 そのときの反力は 0== BA VV 、 1=AH となる。 

B 点の釣り合いから、 1=BEN 、A 点の釣り合いから、 1=AEN 、他の部材の応力はゼロである。ゆ

えに、 0=δ となる。 
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問 13 D 点の水平変位を求めよ。右向きの変位に（＋）、左向きの変位に（－）の符号を付けよ。す

べての部材の断面積は A、ヤング係数は E とし、節点はピン接合である。（20点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 反力は 12== AB VV で 16=AH となる。部材 A-E材、E-B材、E-C材と C-B材の応力はゼロである。 

 A点の釣り合いから、 20+== CDAC NN 、B点の釣り合いから、 12−=BDN  

 D点の水平変位を求めるために仮想荷重 1=NP を図２のように作用させる。 

 そのときの反力は 43== BA VV 、 1=AH となる。 

A点の釣り合いから、 45== CDAC NN  

 B点の釣り合いから、 AE/304=δ となる。 

 

問 14 図１に示すトラス構造で反力と X部材の応力を求めよ。引っ張りを（＋）、圧縮を（－）の 

符号を付けよ。すべての部材の断面積は A、ヤング係数は E とし、節点はピン接合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 086442 =×+×−×=Σ mPmRmPM BA から、 PRB 14=  

06214 =−−+−=Σ PPPRY A から、 PRA 6=  

B-Cの長さは mx 512=  

 04144.24 2 =×−×−×−=Σ mPmNmNM xA                      (1) 

  0464.22 =×−×−=Σ mPmNM D 、  PN 102 −= となり、(1)式に代入すると 

 PN x 8−=  
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問 15 図１に示すトラス構造で反力と X部材の応力を求めよ。引っ張りを（＋）、圧縮を（－）の 

符号を付けよ。すべての部材の断面積は A、ヤング係数は E とし、節点はピン接合である。 

（解） 

0686 =×+×−=Σ mHmPM EC から、 PH E 8=  

0=−=Σ EC HHX から、 PHC 8=  

0=−=Σ PVY C から、 PVC 6=  

 

 

 

 

 

 

問 16 図１はトラス構造の一部である。A点の垂直変位を求めよ。部材のヤング係数、断面積をそ 

れぞれ E 、 Aとする。 

（解）A点の釣り合いから 054 =+=Σ ACAD NNX  

 0653 =−=Σ PNY AC 、 PN AC 10= 、 PN AD 8−=  

A点に仮想荷重 1=nP を下向きにかけると 610=ACN 、 68−=ADN  

ゆえに A点の垂直変位は下方に AEPA 3756=δ  

 

問 17 図１のトラス構造で C-E材、B-E材、B-F材の応力を求めよ。（切断法も有り） 

但し、部材断面は等質等断面で、 kNP 101 = 、 kNP 162 = とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）反力を求めると、 021 =−+=Σ AHPPX から、 kNH A 26=  

 A点の曲げモーメントの釣り合いから、 0448 21 =×−×+×=Σ mVmPmPM BA から、 kNVB 36=  

 0=+−=Σ BA VVY から、 kNVA 36= となる。 

 トラスの特徴で C-D材と D-E材の応力はゼロとなる。 

図３の C点の釣り合い式より、 

045sin1 =+=Σ o

CENPX から、 kNNCE 210−= 、 045cos =−−=Σ o

CECB NNY から、 kNNCB 10=  
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図４の E点の釣り合い式より、 ECCE NN = を考慮して 

 045cos =−−=Σ EBEC NNX o から、 kNNEB 10= 、 045sin =−=Σ EFEC NNY o から、 kNNEF 10=  

図５の F点の釣り合い式より、 EFFE NN = を考慮して 

045sin =++=Σ BFEFB VNNY o から、 kNNFB 246−= 、 045cos =−−=Σ FAFB NNX o から、 kNNFA 46= 、 

 

問 18 図１のトラス構造で B-C材、C-E材、A-E材の応力を求めよ。（切断法も有り） 

但し、部材断面は等質等断面で、 kNP 101 = 、 kNP 162 = とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）反力を求めると、 021 =−+=Σ AHPPX から、 kNH A 26=  

 A点の曲げモーメントの釣り合いから、 0448 21 =×−×+×=Σ mVmPmPM BA から、 kNVB 36=  

 0=+−=Σ BA VVY から、 kNVA 36= となる。 

 トラスの特徴で C-D材、D-E材と A-F材の応力はゼロとなる。 

図３の C点の釣り合い式より、 

 045sin1 =+=Σ o

CENPX から kNNCE 210−= 、 045cos =−−=Σ o

CECB NNY から kNNCB 10=  

図４の A点の釣り合い式より、 

045cos =+−=Σ o

AEA NHX から kNN AE 226= 、 045sin =++−=Σ o

AEABA NNVY から kNN AE 10=  
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問 19 図１のような等質等断面のトラスがあり、外力、反力共に図１のような大きさと方向を持って

いる。 

（１）B-D材の応力を求めよ。 

（２）D-E材に 13kN の圧縮力が生じているとき、 

外力 X の大きさを求めよ。 

（３）A-D材に生じる引張力が、他のどの引張部材 

よりも大きくなるときの、X の条件を求めよ。 

 

（解）一応反力を求めておく。 

 020
2

3
353109 =×−×+×=Σ RxkNkNM A  

 0
2

1
9 =−++−=Σ RxkNkNHX 、 0

2

3
=+−=Σ RVY から 

 
4

318 x
H

+
= 、

4

)18(3 x
V

+⋅
= 、

2

18 x
R

+
= を得る。 

（１） B点のトラスの性質から、NBD=0となる。 

（２） D-E材に 13kN の圧縮力が働いていることは、反力 R も 13kN の圧縮力が働いていることにな

る。よって、 2/)18( xR += から、 kNx 8= となる。 

（３） A-D 材以外で引張力が生じる材は B-C 材と A-B 材で（１）から共に等しい。図２の C 点の

釣り合い式から、 0960cos60cos =+−−=Σ kNNNX CDBC
oo より kNN BC 9= である。 

 図３の A点の釣り合い式から、 030cos60cos =−+=Σ HNNX ADAB
oo より 2/3xN AD = となる。 

  BCAD NN > の条件を満たすには、 9
2

3
>x である。よって、 36>x を得る。 
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問 20 梁 A-C と C-D は長さ l 、重さW の均質等断面である。D-Eは鋼の糸で張力T する。そのとき

梁 A-Bと B-Cが水平を保つには B点のローラーの位置 x、反力 BR と張力T を求めよ。（20点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）（解）ゲルバー梁の一種だから、図２のように分割して考えるとよい。C-D 材の釣り合いから、

容易に 2WRTR CD === を得る。その反力 RC は A-C 材には逆向きに作用している。A-C 材は平衡を

保っているので、B点に作用する曲げモーメントは釣り合っている。よって、 xRxlW C ×=−× )2( と

なり 3lx = を得る。 y 方向の釣り合いから 0=−−=Σ CB RWRY から 23WRB = となる。 
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問 21 梁 A-Cと C-Dは長さ 1.2l、l 重さ 1.2W、W の均質等断面である。D-Eは鋼の糸で張力T する。

そのとき梁 A-B と B-C が水平を保つには B 点のローラーの位置 x、反力 BR と張力T を求めよ。（20

点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）（解）ゲルバー梁の一種だから、図２のように分割して考えるとよい。C-D 材の釣り合いから、

容易に 2WRTR CD === を得る。その反力 RC は A-C 材には逆向きに作用している。A-C 材は平衡を

保っているので、B点に作用する曲げモーメントは釣り合っている。よって、 xRxlW C ×=−× )22.1(2.1

となり 85/36lx = を得る。 y 方向の釣り合いから 02.1 =−−=Σ CB RWRY から 10/17WRB = となる。 
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問 22 図１のトラスで A点の鉛直変位と反力を求めよ。ただし、部材の断面積とヤング係数は A、E

である。また、∠ADB=∠DEC は直角である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）E点の水平反力は。 0686 =×+×−=Σ mHmkNM EC から 

kNH E 8= 、 kNH C 8= 、 kNVC 6=  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部材名 部材長 l 0N  N  断面積 AElNN /0 ⋅  

A-B 5m +10kN +5/3 A 250/3AE 

B-C 5m +10kN +5/3 A 250/3AE 

A-D 4m －8kN －4/3 A 128/3AE 

D-E 4m －8kN －4/3 A 128/3AE 

B-D 3m 0 0 A 0 

B-E 5m 0 0 A 0 

C-E 6m 0 0 A 0 

合計  252/AE 

図１ 

3m 

3m 

4m 4m 

A 

B 

C 

D E 

6kN 

図２ 

4m 4m 

A 

B 

C 

D E 

CV  

EH  

CH  



０２２トラス１ 

 52 

問 23 図１のトラスで各部材の軸力を求めよ。引張応力を（＋）、圧縮応力を（－）とする。尚、支

点の反力は図示した方向を正とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）トラス構造だから、B点の水平反力 HBはゼロとなる。 

  02 =×−×+×=Σ aVaPaPM BA 、 0=−+=Σ AHPPX 、 0=+=Σ BA VVY から 

  HA=2P、VA=－3P、VB=3P を得る。 

E点の釣り合いの図２から、 045cos =−=Σ o

ECNPX 、 045sin =−−=Σ EDEC NNY o  

C点の釣り合いの図３から、 045cos =++=Σ CDCE NNPX o 、 045sin =−=Σ CACE NNY o  

D点の釣り合いの図４から、 045cos =−−=Σ o

DADC NNX 、 045sin =−−=Σ DBDADE NNNY o  

A点の釣り合いの図５から、 045cos2 =+−=Σ o

ADNPX 、 0345sin =−+=Σ PNNY ADAC
o  

B点の釣り合いの図６から、 03 =+=Σ PNY BD となりこれらを解くと 

  PN EC 2+= 、 PN ED −= 、 PNCD 2−= 、 PN DA 22+= 、 PN AC += 、 PN ED 2−=  
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問 24 図１は A 点と B 点がピン支持の静定トラスである。小文字のアルファベットの部材の応力を

求めよ。引張応力を正、圧縮応力を負とする。また、部材 aの断面積を 100mm2、降伏応力度は 235N/mm2

としたとき部材 aが降伏応力度に達するときの P を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）図２から A点より直線 C-Fに下ろした垂線の長さは、 2/23 hl = となり、B-F材の途中で切断

しその応力をΝdとする。A点に関する曲げモーメントの釣り合いから 

   0
2

23
2 =×+=Σ

h
NPhM dA から、

3

22 P
N d −= で圧縮力である。 

または、図２のように B点の反力を仮定し、A点に関する曲げモーメントの釣り合いから 

   032 =×−=Σ hVPhM BA から、 3/2PVB = である。トラスの形状から 3/2PH B = となる。 

x 方向の釣り合いから、 03/2 =−−=Σ AHPPX より、 3/PH A =  

y 方向の釣り合いから、 0=−=Σ AB VVY より、 3/2PVA = （方向は図２） 

図２の A点の釣り合いから、 

（ 2/1cos =α 、 2/1sin =α 、 5/2cos =β 、、 5/1sin =β ） 

   0
35

2

2
coscos =−+=−+=Σ

PNN
HNNX ba

Aba βα  

   0
3

2

52
sinsin =−+=−+=Σ

PNN
VNNY ba

Aba βα  

 両式から、 PN a 2= （引張）、 3/5PNb −= （圧縮） 

図４の E点の釣り合いから、 

  0cos =+−=Σ ca NNX α より PNN ac == αcos  

 0sin =+−=Σ ea NNY α より PNN ae == αsin  

部材の応力と降伏応力は等しいから 

kNmmNmmPN a 5.23/2351002 22 =×== となり、 

  kNkNP 61.162/5.23 ==  
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問 25 図１のトラスの応力を求めよ。但し節点は全てピンとする。（横国院） 

 

 

 

 

 

 

 

（解）上弦材は圧縮応力で下弦材は引張応力である。また、C-G 材の応力はゼロとなる。左右対称で

あるから左半分だけ解く。反力は図１に示すが A点の水平反力は無い。トラスの問題はこのような前

提になっている場合が多い。数式解法が適切である。未知の応力は全て引張応力と仮定する。 

A点の釣り合いは 

  0cos =+=Σ θAFAB NNX 、 0sin2/3 =−=Σ θAFNPY から 

  PN AF
2

23
= （引張応力）、 PN AB

2

3
−= （圧縮応力）。 

PNN ABBC
2

3
−== （圧縮応力）、 PN BF −= （圧縮応力）で明白。 

F点の釣り合いは 

  0coscos
2

23
=++−=Σ θθ FCFG NNPX  

0sinsin
2

23
=+−=Σ θθ FCNPPY から、 PN FC

2

2
−= （圧縮応力） 

PN FG 2= （引張応力） 
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問 26 図１のトラスの応力を求めよ。但し節点は全てピンとする。（横国院） 

 

 

 

 

 

 

 

（解） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２のように上弦材の外力を節点に分配すると図４のようになる。Ａ点とＥ点の外力を加えれば図

５のようになる。これは問 25 と全く同様となる。上弦の各部材の曲げモーメントとせん断力は図３

から図６、図７のようになる。 
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問 27 図１のような外力と反力がある。部材応力が表１であるとき P1、P2、V1、V2を求めよ 

 

 

 

 

 

 

 

5/3sin =θ 、 5/4cos =θ  

（解） 

図２の A点の釣り合いから 0sin3/35 1 =+⋅−=Σ VPY θ から、 PV 71 =  

図３のＥ点の釣り合いから 0sin3/25 2 =+⋅−=Σ VPY θ から、 PV 52 =  

X点に関する曲げモーメントの釣り合いから、 01284 221 =×−×+×=Σ lVlPlVM X から PP 42 =  

Y点に関する曲げモーメントの釣り合いから、 04812 211 =×−×−×=Σ lVlPlVM Y から PP 81 =  

 

問 28 図１のような外力と反力がある。部材応力が表１であるとき P1、P2、P3、H1、V1、V2 を求め

よ 

ここで、 53sin =θ 、 54cos =θ である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解） 

図２の A点の釣り合いから 09cos51 =+⋅+−=Σ θPHX 、 0sin5 1 =−⋅=Σ VPY θ から PH 131 = 、 PV 31 =  

図３のＥ点の釣り合いから 0sin5 2 =+⋅−=Σ VPY θ から、 PV 32 =  

図４のＤ点の釣り合いから 0cos5cos4/15cos4/5 3 =+−⋅−⋅=Σ PPPPX θθθ 、から PP 63 =  

B点に関する曲げモーメントの釣り合いから、 012433 2112 =×−×−×+×=Σ lVlVlHlPM B から PP 32 =

水平方向の応力の釣り合いから、 03211 =+++−=Σ PPPHX から PP 41 =  

 

表１ 

部材 部材応力 部材 部材応力 

A-B 3/35P−  A-F 3/28P+  

B-C P5−  B-F 3/20P−  

C-F P6+  C-D P5−  

D-F 3/10P−  D-E 3/25P−  

E-F 3/20P+    

表１ 

部材 部材応力 部材 部材応力 

A-B P5+  A-F P9+  

B-C 2/5P+  B-F 2/5P−  

C-F 4/3P−  C-D 4/5P−  

D-F 4/15P+  D-E P5−  

E-F P4+    
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